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　稼働率の上昇・維持を掲げた令和6年度であったが入所者確保は厳しい状況が続いている。特例入所に
も取組み一定数の実績を残せたが、特例入所者特有の課題もあり、今後は職員配置や施設設備の状況も
加味して受入れを検討したい。また退所者数を減少させ稼働率を維持させる方策は、コロナ感染症によるフ
レイルも影響し捗々しい結果には結びついていない。
　ＢＣＰに関しては施設職員全体が協同で行える教材を得たので今後の訓練（シュミレーション）に取り入れ
たい。
コロナ感染症対策は、クラスターの発生件数は減らせたが、感染エリアの拡大防止対策には課題が残った。
国の高齢者等に対するワクチン対策も終了の見込みであり、より施設内への持込み予防対策および1ケア1
消毒の徹底が必要と捉えている。
　施設設備では千歳寮東側エアコンを更新し、利用者が安楽に暮らすための一助となった。
給食・調理業務に関しては懇談会等で好評を得ているが、米をはじめとる食材費の高騰に対し今後利用者
への負担増も検討が必要と思われる。
　職員確保に関しては各部署とも厳しい状況が続いている。調理員を筆頭に看護・介護職員の募集は外国
人雇用と共に継続していく。また、外国人や外国にルーツを持つ職員の割合が増加することで予想される、
現利用者の大半である昭和世代とのギャップ・思いやりや気配りといった抽象的な事柄をどう理解してもらう
のかも今後の課題と考える。
介護福祉士試験に関しては、4名中1名が合格した。次回より合格基準に変更があるため情報を整理のうえ
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